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IFCS工法のコンプレッサーを不活性ガスのボンベに替え
て循環させて溶存酸素濃度を 1ppm 未満に低下させま

す。掘削中は常に溶存酸素濃度をモニタリングします。 

採取後は溶存酸素濃度 1ppm 以下の水で満たした水槽内でコアを取り出し、

ラミネート袋に封入して保管・運搬します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ❖ 実 績 

 ❖ 価 格 

 ❖ 低酸素コアサンプリングへの応用 

 ❖ 性 能 

◆ 平成 30 年度 土構造物耐震調査 (鉄道関連) 

◆ 平成 30 年度 ダム地質調査 (国土交通省) 

◆ 平成 29 年度 沖積層試料採取 (産総研) 

◆ 平成 29 年度 土構造物耐震調査 (鉄道関連) 

◆ 平成 29 年度 地すべり調査 (国土交通省) 

◆ 平成 28 年度 土構造物耐震調査 (鉄道関連) 

◆ 平成 27 年度 低酸素ボーリング試料採取 (研究機関) 

◆ 平成 27 年度 ダム地質調査 (国土交通省) 

 

◆ 平成 27 年度 土構造物耐震調査 (鉄道関連) 

◆ 平成 26 年度 沖積層試料採取 (産総研) 

◆ 平成 25 年度 試験用試料採取 (産総研) 

◆ 平成 25 年度 付替県道地質調査 (水資源機構) 

◆ 平成 24 年度 液状化地盤試料採取 (産総研) 

◆ 平成 23 年度 低酸素ボーリング試料採取 (大学) 

◆ 平成 22 年度 沖積層試料採取 (産総研) 

◆ 平成 21 年度 気泡ボーリング調査 (原子力関連)  等 

 

 

独自特許取得(特第 4025485 号)により、従来の気泡工法と概ね同程度な掘削コストを実現しました。 

通常 
ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ 
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＜ 

1.5 倍 

IFCS 
ボーリング 

IFCS 工法は、ただの高品質コアサンプリング工法ではありません。掘削水に混濁させるエアーを窒素ガスま

たはアルゴンガスのような不活性ガスに替えて循環させることにより、掘削水の溶存酸素濃度を 1ppm 未満に

低下させ、地下の還元環境を保った低酸素コアサンプリングも可能です。地下の鉱物や微生物環境、土

壌中の物質移行などの研究のための調査で実績があります。 

 

IFCS 工法は、ダム、地すべり、地中熱、鉄道盛土、地質層序、環境調査、液状化など様々な分野の調査・

研究において実績を積み、高品質コアを提供しています。 

1.5 倍 

従来気泡 
ボーリング 

＝

 

IFCS 工法の性能の概要は以下のとおりです。 

【送水圧】 

0.1～0.5MPa 

【可能口径】 

φ66～116mm 

【掘進長実績】 

50m 

【送水量】 

5～30ℓ/min 

【日進掘進長】 

2～6m 

【工法】 

普通 /ワイヤライン 


